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ページこのたびは日立家庭用卓上グライン
ダをお買い上げいただき、ありがと
うございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお
読みになり、正しく安全にお使いく
ださい。
お読みになった後は、いつでも見ら
れる所に大切に保管してご利用くだ
さい。

トイシ外径１５０mm



、 、 の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」と「 注意」に区分していますが、それぞれ次の
意味を表します。また、「注」の意味も説明します。

： 誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容のご注意。

： 誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお、「 注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性
があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので、必ず守ってく
ださい。

： 製品の据付け、操作、メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意�警告�

警告�

作業場は、 いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は、事故の原因になります。

作業場の周囲状況も考慮してください。
電動工具は、雨中で使用したり、湿った、または、ぬれた場所で使用しない
でください。
作業場は十分に明るくしてください。
可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

感電に注意してください。
電動工具を使用中、身体を、アース（接地）されているものに接触させない
ようにしてください。
（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠）

子供を近づけないでください。
作業者以外、電動工具やコードに触れさせないでください。
作業者以外、作業場へ近づけないでください。

警 告
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電動工具の安全上のご注意

注意�

注

火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご注意」
を必ず守ってください。
ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に従って正し
く使用してください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくださ
い。



使用しない場合は、きちんと保管してください。
乾燥した場所で、子供の手の届かない高い所または錠のかかる所に保管して
ください。

無理して使用しないでください。
安全に能率よく作業するために、電動工具の能力に合った速さで作業してく
ださい。

作業に合った電動工具を使用してください。
小形の電動工具やアタッチメントは、大形の電動工具で行なう作業には使用
しないでください。
指定された用途以外に使用しないでください。

きちんとした服装で作業してください。
だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻き込まれる恐れが
あるので、着用しないでください。
屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑り止めの付いた履物の使用をお勧め
します。
長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

保護メガネを使用してください。
作業時は、保護メガネを使用してください。また、粉じんの多い作業では、
防じんマスクを併用してください。

防音保護具を着用してください。
騒音の大きい作業では，耳栓，イヤマフなどの防音保護具を着用してください。

コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って電動工具を運んだり、コードを引っ張ってコンセントから抜
かないでください。
コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。

加工する物をしっかりと固定してください。
加工する物を固定するために、クランプや万力などを利用してください。
手で保持するより安全で、両手で電動工具を使用できます。

無理な姿勢で作業をしないでください。
常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。

警 告
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…電動工具の安全上のご注意

１３



電動工具は、注意深く手入れをしてください。
安全に能率よく作業していただくために、刃物類は常に手入れをし、よく切
れる状態を保ってください。
注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
コードは定期的に点検し、損傷している場合は、修理をお買い求めの販売店、
または日立工機（株）の修理窓口に依頼してください。
延長（継ぎ）コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合
には交換してください。
握り部は、常に乾かしてきれいな状態を保ち、油やグリースが付かないよう
にしてください。

次の場合は、電動工具のスイッチを切り、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
使用しない、または、修理する場合。
刃物、トイシ、ビットなどの付属品を交換する場合。
その他、危険が予想される場合。

調節キーやスパナなどは、必ず取りはずしてください。
電源を入れる前に、調節に用いたキーやスパナなどの工具類が取りはずして
あることを確認してください。

不意な始動は避けてください。
電源につないだ状態で、スイッチに指を掛けて運ばないでください。
電源プラグをコンセントに差し込む前に、スイッチが切れていることを確か
めてください。

屋外使用に合った延長（継ぎ）コードを使用してください。
屋外で使用する場合、キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの延
長（継ぎ）コードを使用してください。

油断しないで十分注意して作業を行なってください。
電動工具を使用する場合は、取扱方法、作業のしかた、周りの状況など十分
注意して慎重に作業してください。
常識を働かせてください。
疲れているときは、使用しないでください。

警 告

3

…電動工具の安全上のご注意

１４

１５

１６

１７

１８

１９



損傷した部品がないか点検してください。
使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作
動するか、また、所定機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締め付け状態、部品の破損、取り付け状態、その
他、運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
損傷した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に従っ
てください。取扱説明書に指示されていない場合は、修理をお買い求めの販
売店、または日立工機（株）の修理窓口に依頼してください。
スイッチが故障した場合は、修理をお買い求めの販売店、または日立工機
（株）の修理窓口に依頼してください。
スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は、使用しないでくださ
い。

指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
この取扱説明書および当社カタログに記載されている指定の付属品やアタッ
チメント以外のものを使用すると、事故やけがの原因になる恐れがあるので、
使用しないでください。

電動工具の修理は、専門店に依頼してください。
この製品は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
修理は、必ずお買い求めの販売店、または日立工機（株）の修理窓口にお申
し付けください。
修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでな
く、事故やけがの原因になります。

警 告
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使用電源は、銘板に表示してある電圧で使用し
てください。

表示を超える電圧で使用すると、速度が異常に高速
となり、けがの原因になります。

必ずアース（接地）してください。

故障や漏電などのとき、感電のおそれがあります。

スパークブレーカは、必ず取付けて使用してください。

スパークブレーカを取付けず使用しますと、トイシが破壊したとき、けが
の原因になります。

使用するトイシは、トイシの最高使用周速度が銘板に表示してある
周速度以上で、かつ正規寸法のものであることを確認してください。

正規寸法以外のトイシを使用しますと、トイシが破壊し、けがの原因にな
ります。トイシ寸法は２３ページの仕様欄を参照してください。

トイシは外周面で研削してください。トイシの側面では研削しない
でください。

トイシの側面で研削しますと、トイシが破壊し、けがの原因になります。

トイシにヒビ、割れなどの異常がないことを確認してから使用して
ください。

トイシにヒビ、割れなどがあると、回転力によりトイシが破壊し、けがの
原因になります。

水、研削液などは使用しないでください。

本機は乾式用ですから、研削時、水、研削液などを使用しないでください。
水、研削液などを使うと、トイシの破壊によるけがや感電のおそれがあり
ます。

保護おおい（ホイルガード、ガードカバー）やツールレストをはず
して使用しないでください。

保護おおい、ツールレストなどが確実に取付けられていることを確認して
ください。

警 告

先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが、卓上グラインダとして、
さらに次に述べる注意事項を守ってください。

5

卓上グラインダの使用上のご注意

１１

２

３

４

５

６

７

８

銘板



使用中は、回転部に手や顔などを近づけないでください。

けがの原因になります。

研削粉は火花となって飛散するもので、引火しやすいもの、傷付き
やすいものは安全な場所に遠ざけてください。また、研削火花を直
接手足などに当てないようにしてください。

火災ややけどの原因になります。

使用中、機体の調子が悪かったり、異常音がしたときは、直ちにス
イッチを切って使用を中止し、お買い上げの販売店、または日立工
機電動工具センターに点検・修理を依頼してください。

そのまま使用していると、けがの原因になります。

誤って落としたり、ぶつけたときは、トイシや機体などに破損やヒ
ビ、変形がないことをよく点検してください。

破損やヒビ、変形があると、けがの原因になります。

作業中は必ず保護メガネをご使用ください。粉じんが出る場合はマ
スクもつけてください。

（事業者の方へ）
（１）トイシの交換・試運転は、法・規則で定める特別教育を受けた人に行
わせてください。

トイシの交換・試運転を行う人には、法令で定められた特別教育を行わな
ければなりません。

関連法令 労 働 安 全 衛 生 法 第５９条
労働安全衛生規則 第３６条
安全衛生特別教育規程 第 ２ 条

（２）粉じんを発生する作業に関しては換気の実施、排気装置、除じん
装置、呼吸用保護具等の使用が定められた「粉じん障害防止規則」
があります。この規則に従って正しくご使用ください。

警 告
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トイシや付属品は、取扱説明書に従って確実に取付けてください。

確実でないと、はずれたりし、けがの原因になります。

新しいトイシを取付け、はじめてスイッチを入れるときは、トイシ
の露出部から一時身体を避けてください。

トイシが破壊したとき、けがの原因になります。

試運転を励行してください。
試運転の時間は、
トイシ交換のとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３分間以上
その日の作業を始めるとき・・・・・・・・・・ １分間以上です。

試運転をせずに作業を開始すると思わぬけがの原因となります。

トイシは、いつも良い切れ味で使用してください。

トイシはまめにドレッシングしてください。研削できないトイシはモータ
ーに無理をかけ能率も悪くなります。

トイシ締付け部品の扱いをていねいにしてください。

トイシ軸、ホイルワッシャ、バランスワッシャ、ナットなどトイシ締付け
部品は傷をつけないようにご注意ください。トイシが破壊する原因になり
ます。

トイシの保管に注意してください。

研削液を使用しないトイシ（本機使用のものもその一種）は水分、湿気によ
り強度を低下させます。保管には十分ご注意ください。

注 意

7
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各部の名称
ホイルガード

スパーク
ブレーカ

平形トイシ

ツールレスト

銘板

モーター部

ガードカバー

平形トイシ

スイッチ

コード

電源プラグ

形状などを一部を変更している場合があります。

銘板 スイッチ

ツールレスト

平形トイシ

ガードカバー

モーター部

ホイルガード

スパーク
ブレーカ

（ＦＧＴ１５ＳＡ）

（ＦＧＴ１５ＳＢ）

目立てトイシ

目立てア
タッチメント
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各部の名称

○バイト、ドリルなどの研削やバリ取り作業
○包丁、鎌、農機具などの刃物の研削
○丸のこ刃の目立て作業

付属品
トイシ（粒度６０） 1個 トイシ（粒度３６） 1個

目立てトイシ（粒度６０） 1個 目立てアタッチメント 1組

用　途

（ＦＧＴ１５ＳＡのみ）

（ＦＧＴ１５ＳＢのみ）（ＦＧＴ１５ＳＢのみ）

（本体についています）

用途以外には、使用しないでください。特にアルミニウム鋳物、マグネシウ
ム鋳物は、研削しないでください。

警 告

（本体についています） （本体についています）
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ご使用前の準備

作業場は整頓をし、明るくしてお使いください。

●アース（接地）、漏電しゃ断器を確認します

アース（接地）線をガス管に取付けると爆発のおそれがありますので、絶対に
しないでください。

警 告

ご使用にさきだち、本機が接続される電源に労働安全衛生規則や電気設備の技術基

準などに規定された感電防止用漏電しゃ断装置（以下漏電しゃ断器と言います。）が設

置されているか、確認してください。

また、本機は必ずアース（接地）をおこなってください。定格感度電流１５ｍＡ以下、

動作時間０．１秒以下の電流動作型の漏電しゃ断器の設置されている電源でお使いに

なる場合でも、より安全のためにアース（接地）されるようにおすすめします。

アース（接地）をする場合は、本体後部のアース（接地）

ネジをご使用ください。

テスターや絶縁抵抗計などをお持ちでしたら、アース

（接地）線の先端と本体金属外枠との間の導通を確認し

てください。

地中にアース極（アース板、アース棒）を埋めアース（接

地）線を接続するなどのアース工事は、電機工事士の資

格が必要ですので、お近くの電機工事店にご相談くださ

い。漏電しゃ断器やアース（接地）については、つぎの法

規がありますので、参照してください。

労働安全衛生規則（第３３３条　漏電による感電の防止、第３３４条　適用除外）

電気設備の技術基準（第１８条　設置工事の種類、第２８条　機械器具の鉄台および

外箱の接地、第４１条　地絡しゃ断装置等の施設）

●作業台を用意します
本卓上グラインダは、卓上形ですので作業台を用意し、取付けて使用してください。

作業しやすい場所を選び、左右のトイシが水平になるよう取付けてください。

取付けは、１０ｍｍボルト４本でしっかりと作業台に固定してください。

アース（接地）ネジ
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ご使用前の準備

コードの太さ mm２

０．７５

１．２５

２

最大の長さ ｍ

２０

３０

５０

延長（継ぎ）コードは、損傷のないものを用意してください。

警 告

●延長（継ぎ）コードを用意します

●スパークブレーカを取付けます
スパークブレーカは、本体より取りはずしてダン

ボール箱内に入れてありますから、これを取出し

て、Ｍ５ナベネジで取付けてください。

スパークブレーカは作業中、火花および研削粉の

飛散を防ぐとともにトイシの破壊の際の災害防止

にも役立つものです。

電気が流れるのに十分な太さのできるだけ

短いコードをご使用ください。

右表は使用できるコードの太さ（導体公称

断面積）と、最大の長さです。

●目立てアタッチメントを取付けます

注 ＦＧＴ１５ＳＡには、目立てアタッ

チメントは付いておりません。

別途お求めください。

目立てアタッチメントは本体より取りはず

してダンボール箱内に入れてありますから、

これを取出してＭ８ボルトで取付けてくだ

さい。

スパーク
ブレーカ

ツールレスト

Ｍ５
ナベネジ

のこ刃
ホルダ（Ａ）

ツールレスト
ホルダー

Ｍ８ボルト

ストッパー

のこ刃
ホルダ（Ｂ）
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ご使用前の点検

ご使用前に次のことを確認してください。1～8項について、電源プラグをコ
ンセントに差し込む前に確認してください。

警 告

スイッチが切れていることを
確かめます

スイッチが入っているのを知らずに、電

源プラグをコンセントに差し込むと、不

意に動き思わぬけがの原因になります。

スイッチはＯＮ側を押すと入り、ＯＦＦ側

を押すと切れます。

1

電源を確かめます

お求めの卓上グラインダは１００Ｖ用です。

２００Ｖ電源に接続すると、モーターの回

転が異常に高速となり、トイシや機体が

破損するおそれがあります。

また、直流電源、エンジン発電機、昇圧

器などのトランス類で使用しないでくだ

さい。製品が故障するだけでなく、事故

の原因になります。

コンセントを確かめます

コンセントががたついたり、電源プラグ

が抜けるようだと修理が必要です。その

まま使用すると危険です。電気工事店に

ご相談ください。

3

2

１００Ｖ
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ご使用前の点検

トイシを確かめます

トイシにヒビ、割れなどの異常がないことを確認してから使用してください。
異常があると、トイシが破壊し、けがの原因になります。

警 告

4

銘板に表示してある寸法以下のトイシを使用し、トイシにヒビ、割れがないことを

確かめてください。

トイシの締付けを確かめます

トイシ締付ナットがゆるんでいるとトイシ軸が回転したときトイシの破壊、
事故の原因になります。

警 告

5

工場出荷時、十分締付けておりますが念のためトイシの締付ナットを確実に締付け

てください。締付ナットの締付け方法は１５ページの「トイシを交換します」の項を

ご覧ください。

保護おおいの締付けを確かめます

保護おおい（ガードカバー、ホイルガード）が確実に取付けてあることを確か
めてください。

警 告

6

トイシは、最高使用周速度以上のものを使用してください

トイシを交換する場合、銘板に記載している最高使用周速度以上のトイシをご使用

ください。

7

保護おおい（ガードカバー、ホイルガード）は万一トイシが割れた場合などに災害

を防止するものです。工場出荷時、十分締めておりますが念のため取付けネジを確

実に締付けてください。
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スパークブレーカ、ツールレストとトイシのすきまを確かめま
す

作業する前に、スパークブレーカとトイシのす

きまを３～１０ｍｍ、ツールレストとトイシのす

きまを２～３ｍｍに調整してご使用ください。

（トイシが減るにしたがって合わせてください。）

8

試運転を行なってください

トイシにヒビ、割れがあるのを気付かずに作業しますと非常に危険です。

作業前には、正面位置から必ず一時身体を避けて試運転を行なって異常のないこと

を確認してください。

試運転の時間は

トイシ交換のとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３分間以上

その日の作業を始めるとき・・・・・・・・・・・１分間以上です。

9

トイシの面振れを確かめます

トイシを回転させ面振れを点検してください。

面振れが大きいとトイシが割れる原因になります。

10

　騒音防止規制について�
騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。�
ご近所に迷惑をかけないようにご使用ください。  

スパークブレーカ

トイシ

ツール
レスト

２ｍｍ～
３ｍｍ

３ｍｍ～
１０ｍｍ

��������

�����
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使いかた

トイシを交換します

万一の事故を防止するため、必ずスイッチを切り、電源プラグをコンセント
から抜いておいてください。

警 告

研削する材料や作業に合ったトイシを選びます。

製品には、下の表に示すように一般鋼材に適するトイシが取付けてあります。

● 付属トイシ仕様表（ＦＧＴ１５ＳＢは粒度６０のみ付属）

● 被研削物の材質が鋳鉄、非鉄金属の場合は、各種のトイシが市販されております

ので次表を参考にトイシをお選びください。

1

2

ト 粒

Ａ

Ａ

粒 度

３６

６０

ト 粒 粒 度 結合度
（硬度） 組 織 結合剤

Ｃ ２４ Ｐ ７ Ｂ 鋳バリ取り

結合度
（硬度）
Ｎ

Ｎ

組 織

７

７

結合剤

Ｂ

Ｂ

細 分
記 号
Ｐ０９

Ｐ０９

被研削物の材質

軟鋼、鋳造鋼、硬鋼、焼入鋼、
青銅（硬質）にも適します。

被研削物の材質 備　　考

黄 銅 ・ 青 銅

Ｃ １６ Ｐ ７ Ｂ 鋳バリ取り鋳　　　　　　　鉄

ＧＣ ６０ Ｉ ７ Ｖ 荒削り超 硬 質 合 金

ドライバー

トイシ締付
ナット１３ｍｍスパナ

しまる

ゆるむ

トイシ

ガードカバー（８ページ「各部の名称」の項を

ご覧ください。）を取りはずし、製品後部の穴

にドライバーをさし込み、モーター軸が回転

しないようにしてトイシ締付ナットを１３ｍｍ

スパナでゆるめます。
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トイシを取りはずし交換します。3
トイシ締付ナットを１３ｍｍスパナで締付け、

トイシを固定します。
4

注 トイシを交換するときにホイルワッシャのまわり止めピンを紛失しないよ

う注意してください。

トイシ締付けナットを締めすぎますとトイシが割れることがありますから

注意してください。

ナットは回転により締まる方向のネジになっておりますから回転中にゆる

むようなことはありません。

注 目立てトイシを取付ける場合は、カラー

が必要です。ＦＧＴ１５ＳＡは、別途お求め

ください。

目立てトイシは必ずスイッチ側から見て

左側に取付けてください。

ホイルワッシャ

ホイルワッシャ
まわり止めピン

モーター軸

トイシ

トイシ締付ナット

モーター軸

ホイルワッシャ

ホイルワッシャ
まわり止めピン

トイシ締付ナット

目立てトイシ

カラー
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使いかた

スイッチを入れます

使用中に異常音や異常振動など機体の調子に異常を感じたときは、直ちにス
イッチを切り、点検・修理に出してください。

警 告

スイッチのＯＮ側を押すと、トイシが回転します。

スイッチを切るときは、ＯＦＦ側を押してください。

研削します

平形トイシは側面からの衝撃に弱いので側面は絶対に使用しないでください。
作業が終わりましたら必ずスイッチを切り、電源プラグを電源から抜いてく
ださい。

警 告

被研削物はツールレストにのせて作業してく

ださい。

また被研削物を片手で持ったり、よそ見しな

がらの作業は危険です。

注 目つぶれ、または目づまりしたトイシをそのままご使用になりますと加

工面が悪くなるばかりでなく、能率が低下しますから、ときどきドレッ

サーでトイシのドレッシングをして、外周を真円にしてから作業してく

ださい。

別売部品のダイヤモンドドレッサーを使用すると便利です。

スイッチ

ツールレスト

被研削物
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目立てをします
注 ＦＧＴ１５ＳＡには、目立てアタッチメントは付いておりません。別途お求

めください。

● 丸のこ刃の刃先形状について

● 丸のこ刃Ａタイプの目立てをするとき

丸のこ刃の刃先形状は上図の左側のようにすくい面が丸のこ刃の中心を向いている

もの（以下、丸のこ刃Ａタイプと言います。）と上図の右側のようにすくい面が丸のこ

刃の中心を向いていないもの（以下、丸のこ刃Ｂタイプと言います。）の２種類ありま

す。

丸のこ刃Ａタイプは主に刈払機用として、また丸のこ刃Ｂタイプは木工用として使

われます。

本機の目立てアタッチメントはそれぞれの丸のこ刃に合わせて２通りの目立て方法

があります。

目立てトイシを取付けます

目立てトイシを図の向きに取付けます。取付

けは、１５～１６ページ「トイシを交換します」

の項をご覧ください。

1

すくい面

丸のこ刃Ａタイプ

すくい面

丸のこ刃Ｂタイプ

目立てトイシ
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使いかた

丸のこ刃をツールレストにセットします

丸のこ刃をのこ刃ホルダ（Ａ）

とのこ刃ホルダ（Ｂ）で押さえ

Ｍ６チョウナットで固定したの

ち、ツールレストにセットして

ください。

2

注 上図の状態で目立てできる丸のこ刃は外径が２０５ｍｍ～３０５ｍｍのもので

す。

ツールレストの角度を調整します

ツールレストは左右３０ の゚角度調整ができますので、Ｍ６ボルト（２本）をゆるめ、

刃の角度に合わせて調整してください。（上図をご覧ください）

3

ストッパーの位置を合わせます

ストッパーは目立て深さを一定にするため必要なものです。

目立て深さを決めたのちのこ刃ホルダ（Ａ）と突き当ててＭ８チョウナットを締付け

て固定してください。（上図をご覧ください）

4

目立てをします

両手で丸のこ刃をしっかり押さえてツール

レストの長穴を案内に、前後に摺動させな

がら１目づつ目立てをしてください。

5

目立てトイシ

ツールレストホルダー Ｍ６ボルト

角根ボルト
ストッパー

Ｍ６チョウナット

のこ刃ホルダ（Ｂ）
丸のこ刃

ツールレスト

のこ刃ホルダ（Ａ）

ワッシャ
Ｍ８チョウナット

丸のこ刃



20

注 図１６の状態で目立てできる

丸のこ刃は外径が１６０ｍｍ～

１８５ｍｍのものです。

● 丸のこ刃Ｂタイプの目立てをするとき

目立てトイシを取付けます

目立てトイシを図の向きに取付けます。

取付けは、１５～１６ページ「トイシを交

換します」の項をご覧ください。

1

ガイドピースを取付けます

ツールレストホルダにＭ６サラネジでガ

イドピースを取付けたのち、Ｍ６ボルト

でツールレストを取付けてください。

2

丸のこ刃をツールレストにセ
ットします

丸のこ刃をのこ刃ホルダ（Ａ）とのこ刃ホ

ルダ（Ｂ）で押さえＭ６チョウナットで固

定したのち、ツールレストにセットして

ください。

3

丸のこ刃の位置を合わせます

目立てトイシと丸のこ刃の刃先が一致す

る位置にツールレストを固定してくださ

い。

4

目立てをします

目立ては、丸のこ刃Ａタイプの目立てと同様に行なってください。

5

目立てトイシ

ツールレスト ガイドピース

Ｍ６ナット

ツールレスト
ホルダ

Ｍ６サラネジ

Ｍ６スプリングワッシャ

ツールレスト

目立てトイシ

ツールレストホルダー

Ｍ６チョウボルト

のこ刃
ホルダ（Ｂ）

丸のこ刃

ツールレスト のこ刃
ホルダ（Ａ）

ボルト

ガイドピース

目立てトイシ

丸のこ刃
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別売部品

日立電動工具販売店でお求めください。（別売部品は生産を打ち切る場合があります。）

① 目立てトイシ
（ＦＧＴ１５ＳＡのみ）
（コード番号９５２６１０）

使い方は１８ページをご覧ください。

② カラー
（ＦＧＴ１５ＳＡのみ）
（コード番号９５２６１１）

目立てトイシを使用する場合、必要

です。

使い方は１６ページをご覧ください。

③ アイシールド
（コード番号９３１６－９１０７）

作業中の目を保護するものです。

④ ダイヤモンドドレッサー
（コード番号９５２４４２）

トイシのドレッシングに使用してくだ

さい。
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点検、手入れについて

点検・手入れの際は、必ずスイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜
いておいてください。

警 告

●トイシの点検

トイシの外径がトイシラベルまで摩耗したら、新品と交換してください。

●取付けねじの点検

各部取付けねじでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してください。

もし、ゆるんでいるところがありましたら、締め直してください。ゆるんだまま

お使いになりますと危険です。

●モーター部の取扱い

モーター部は本機の心臓部です。掃除、点検、手入れなどの際、水や油でぬらさ

ないようにしてください。

●本体はきれいに

切削粉がグラインダ内に侵入しますと、各部分の寿命を著しく縮めますのでグラ

インダは常に清潔にし、研削粉を取り除いておいてください。

■保管場所について　　次の場所には保管しないでください。

● お子様の手が届いたり、持ち出せる所。 ● 軒先など雨がかかったり、湿気

● 直射日光の当たる所。 のある所。
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安全に能率よくご使用いただくために、定期的に点検に出されることをおすすめし

ます。

● 卓上グラインダの補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後8年です。

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

正常に作動しないときは、ご自分で修理をなさらずお買い求めの販売店、または日

立工機（株）の修理窓口にご用命ください。

また、アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い求

めの販売店か、または日立工機（株）のご相談窓口にお問い合わせください。

仕　様

使 用 電 源

モ ー タ ー

機 体 の 大 き さ

す え 付 け 寸 法

コ ー ド

質　　　　　　　量

単相交流５０/６０Ｈｚ 共用 電圧１００Ｖ

項 　 目

幅１６６×奥行き１３８ｍｍ 穴径１１ｍｍ

無負荷トイシ周速度

トイシ最高使用周速度

無 負 荷 回 転 数 ３０００/３６００ｍｉｎ－1｛３０００/３６００回/分｝５０/６０Ｈｚ

ＦＧＴ１５ＳＡ ＦＧＴ１５ＳＢ

コンデンサラン単相誘導電動機

２３/２８ｍ/ｓ｛１４１３/１６９６ｍ/ｍｉｎ｝５０/６０Ｈｚ

５０ｍ/ｓ｛３０００ｍ/ｍｉｎ｝

幅２９０×奥行き１８７×高さ２０２ｍｍ

モールドプラグ付２心器具用ビニールコード２ｍ

７．７ｋｇ ７．３ｋｇ

入 　 　 力 １７０Ｗ

出 　 　 力 １００Ｗ

全 負 荷 電 流 ２/１．８Ａ　５０/６０Ｈｚ

ト イ シ
外径１５０×厚さ１６×穴径１２．７ｍｍ 外径１５０×厚さ１６×穴径１２．７ｍｍ

外径１５０×厚さ６．４×穴径１２．７ｍｍ

ト イ シ 種 類
レジノイドＡ３６Ｎ７ＢＰ０９（平形）
レジノイドＡ６０Ｎ７ＢＰ０９（平形）

レジノイドＡ６０Ｎ７ＢＰ０９（平形）
レジノイドＡ６０Ｎ７ＢＰ０９（目立て）

アフターサービスについて
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卓上グラインダご相談窓口一覧表
（家庭電気製品の表示に関する公正競争規約による表示）

卓上グラインダについてのご相談や修理は、お買い求めの販売店へどうぞ。

この商品についてのご相談や修理は、お買い求めの販売店が承るようにしております。転居されたり、

贈物でいただいた場合などでお困りの場合は、お近くの相談窓口、または、修理窓口にご相談くださ

い。なお、相談窓口や修理窓口の所在地、電話番号など、変わる場合もありますので、その節は「電

動工具お客様相談センター」をご利用ください。新しい所在地、電話番号をご案内いたします。

お買物相談や販売店のご紹介、総合的なご相談は･･････････〔相談窓口〕へ

修理についてのお問い合わせなどのご相談事項は･･････････〔修理窓口〕へ

アフターサービスについて

全　国
相　談

修　理
港　　区
港　　区

第一営業部
本社サービス技術部

（０３）５７８３－０６２６
（０３）５７８３－０６９０

北海道
相　談

修　理
札 幌 市
札 幌 市

北 海 道
北海道サービス技術センター

（０１１）２７１－４７５１
（０１１）２５１－５８３１

青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島
相　談

修　理
仙 台 市
仙 台 市

東　　北
東北サービス技術センター

（０２２）２８８－８６７６
（０２２）２８８－８６８１

埼玉、東京、千葉、神奈川、静岡県富士川以東、茨城、栃木、群馬、山梨、新潟、長野
相　談

修　理
港　　区
大 田 区

東　　京
東京サービス技術センター

（０３）５７８３－０６２９
（０３）５７５３－７７０９

窓 口 区 分 所 在 地 支店（本部）名 電 話 番 号

岐阜、愛知、静岡県富士川以西、三重
相　談

修　理
名古屋市
海部郡大治町

中　　部
中部サービス技術センター

（０５２）２６２－３８１１
（０５２）４４３－０８９１

富山、石川、福井
相　談

修　理
金 沢 市
金 沢 市

北　　陸
北陸サービス技術センター

（０７６２）６３－４３１１
（０７６２）６９－１１４７

滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山
相　談

修　理
大 阪 市
茨 木 市

関　　西
関西サービス技術センター

（０６）６２３１－６５７８
（０７２６）２６－１３０１

鳥取、島根、広島、岡山、山口
相　談

修　理
広 島 市
安芸郡府中町

中　　国
中国サービス技術センター

（０８２）２２８－０５３７
（０８２）２８５－３２８１

徳島、香川、愛媛、高知
相　談

修　理
高 松 市
高 松 市

四　　国
四国サービス技術センター

（０８７）８３４－６１１１
（０８７）８４４－１８５１

福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄
相　談

修　理
福 岡 市
福 岡 市

九　　州
九州サービス技術センター

（０９２）８４４－７６３８
（０９２）６２１－５７３８
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お買い上げ日

販 売 店

製造番号（Ｎｏ．）

年　　　月　　　日

電話番号

お客様メモ

後日のために記入しておいてください。
サービスを依頼されるとき便利です。

製造番号が表示
されています。

日立工機株式会社
〒１０８-６０２０ 東京都港区港南２-１５-１（品川インターシティＡ棟）

電話（０３）５７８３-０６２６（代）

０１２

部品コード　Ｈ９９３２１７－０３Ｈ

銘板

ご使用方法のご相談は、お買い求めの販売店が承っておりますが、販売店と連絡が

取れないなどお困りの場合は、下記へお気軽にお問い合わせください。

「電動工具お客様相談センター」 �０１２０－２０８８２２（フリーダイヤル・無料）
（土・日・祝日を除く 午前８：５０～ 午後５：２０）


